










まとめ 

SIDS の疫学に大きな変化はなく、従来から知られているリスク度のいくつかが再確認され

ている。SIDS の原因に関しては、sleep apneaおよびそれに関連した呼吸調節機構が最も

重要な SIDSの病態に関与していることが考えられている。いまだ循環系、感染症、代謝、

toxicology などの多岐の面からの論文が散在しており、究極的な解答への道は遠いことを

窺わせた。home monitoring に関しては、学問的には SIDS を防ぐ証明はないが、nearmiss

の症例の早期発見と早期治療および家族への精神的な support という面で肯定されている。

その実際の運用に関しては種々の問題が残されているが、本研究班の最終結論に示されて

いるのが世界的な傾向と考えられる。さらに SIDS の家族に対する医療側のチームとしての

support も今後重要な問題となってこよう。 


